
イラン、ウズベキスタン、中国・新疆ウイグル自治
区の地機と枠機と高機

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2014-03-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 吉本, 忍

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/5220URL



手で上下にス ライ ドさせ ることによって、経 糸の開

口 と逆開口 をお こな う。

イラン:

 ペ ルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】 【XFJ-3】

<紋 組 織 を織 るた め の 開 口操 作 方式(綜 続可 動

式)〉

 こ の操 作 方式 では 、 まず 、1枚 ず つ の輪状 綜続

(紋綜 続)を ひ とま とめ に してい る紐 の中央 部 に、

木製 の鉤先 を引 っ掛 ける。 そ して、挺子の要領 で鉤

の把 手部分 を引 き下 げ、紐 をす くい取 るように手前

に引 き寄せ て、紋緯 を通す ための経糸の 開口をおこ

な う。

イラ ン:

 ペ ルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】

 ウズベク人 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFC-1】 、 タシ"ク人

 【UFC-2】 、 トルクメン人 【UFF-1】

〈太 い緯 糸 と細い緯糸 を使用 す る緯入方式 〉

 こ の緯 入方式 は、パ イル織 の カーペ ッ トの機織 り

で確認 してい る。 このばあいの機織 り作業 では、整

経段 階で 開口保 持棒 と織 り前の あ いだ に綾 を取 っ

て、奇 数列 と偶数列の経 糸をあ らか じめ交差 させ て

あ る。 また、奇数列の経糸 と偶 数列の経糸 は、2層

を構成す る ように密度 を高 くしてあ る。 この よ うな

経糸 の仕掛 けで は、開 口保 持棒 と綾の あい だには、

経糸の 開口部がつ くられ、織 り前 と綾 のあいだには、

経糸の逆 開口部がつ くられている。そ して、 これ ら

の 開口部 と逆 開口部の一方 に太い緯糸、他方 に細 い

緯糸 を通 し、2層 の経糸 に太 い緯 糸 と細い緯糸 をあ

たか も立体交差 させ るように して機 織 りをお こなっ

てい る。(図5)(図6)な お 、この ようなパ イル織

 10)開 ロ具を操作 しない緯入方式

 枠機には、すべてに開口具がそなわっている。そ

れ らのうち、開口具 として開口保持具のみがそなわ

っている枠機では、開口保持具をいっさい操作 しな

いで経糸のあいだに緯糸をとおし、綴織やパイル織

をおこなつている。このうち、綴織では、奇数列、

あるいは、偶数列の経糸を指先でひろい、そのあい

だに緯糸をとお して機織 りをおこなっている。一方、

パイル織のばあいには、2層 の経糸に太い緯糸と細

い緯糸を使用する、きわめて特殊な緯入方式がとら

れている。

 以下には、これらの緯入方式を確認 した枠機の国

別の使用民族名とコー ド番号、お よび、緯入方式の

概要を記す。

〈経糸を指先でひろう緯入方式〉

 奇数列、あるいは、偶数列の経糸を指先でひろっ

て、緯糸を通す方式は、枠機では綴織のばあいにの

み確認している。なお、このような綴織の緯入方式

では、地組織は平織の変化組織である緯畝組織 とな

っている。

イラン:

 アゼルバイシ"ヤン人 【IFC-2】

ウズベキスタン:

図5 太い緯糸の挿入

図6 細い緯糸の挿入
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物 にお ける独特 の緯入方式で は、地組織 は図7に 見

られるよ うな平織 変化組織 を構i成す る。

イラ ン:

 ペ ルシア人 【IFF-6】 【IFC-3】 【IFC-4】 【IFC-7】、ア

 セ"ルバイシ"ヤン人 【IFF-4】 【IFC-5】、クルド人 【IFC-9】、

 パ フチアリ人 【IFJ-2】、 ロル人 【IFC-8】

      図7 パ イル織物の地組織

 11)織 技 法

 枠 機 による機織 りで は、織技法 として、パ イル織 、

綴織、緯 糸浮織(昼 夜織)を 確認 してい る。

 以 下 には、それ らの織技法 を確 認 した枠機の 国別

の使用民 族名 とコー ド番号 を記 す。

〈パイル織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFC-3】 【IFC-4】

 【IFC-7】、アセ"ルバイジ ャン人 【IFF-4】 【IFC-5】、 カシュカ

 イ人 【IFF-1】、 クルト"人 【IFC-9】 【IFJ-1】、 トルクメン人

 【IFC-6】、 パフチアリ人 【IFJ-2】、 ロル人 【IFC-8】

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UFF-2】 【UFC-3】 、 カサ"フ人 【UFF-5】 、

 トルクメン人 【IFF-3】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治 区:

 ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】

〈綴織 〉

イラ ン:

  vo1.13

 アセ"ルバ イジ ャン人 【IFC-2】、 クルド人(遊 牧民)【IFF-

 2】、 タリシュ人 【IFC-1】

ウズベキス タ ン:

 ウズ ベク人 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFC-1】 、 タジク人

 【UFC-2】 、 トルクメン人 【UFF-1】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区

 ウイグル人 【XFJ-3】

〈緯糸 浮織(昼 夜織)〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】

 な お、 これ らの織技法 は、単独 の技 法 として使 用

してい るばあい と、併用技法 として使 用 してい るば

あいがあ る。 この うち、併用技 法では、複数の織技

法 を併用 している例 はな く、綴 織技 法 と巻 き編技法

とい う、織技法 と編技 法の併用例 を確認 して いるの

みであ る。

 以 下 には、単独技 法 と して確認 した織技法 と、併

用技法 として確 認 した織技法、お よび編技法 を列挙

し、 それぞれの技 法 を確認 した国別の枠機 の使用民

族名 とコー ド番号 を記す。

〈単独技 法 〉

① パ イル織

イラン:

 ペ ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFC-3】 【IFC-4】

 【IFG7】 、 アゼルバイシ"ヤン人 【IFF-4】 【IFC-5】、 カシュカ

 イ人 【IFF-1)、 クルド 人 【IFC-9】 【IFJ-1】、 トルクメン人

 【IFC-6】、 パフチアリ人 【IFJ-2】、 ロル人 【IFC-8】

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UFF-2】 【UFC-3)、 カサ"フ人 【UFF-5】 、

 トルクメン人 【IFF-3】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】

② 綴織

イラン:

 アゼ ルバイシ"ヤン人 【IFC-2】、 タリシュ人 【IFC-1】

ウズベ キス タン:

 ウス"ペ ク人 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFC-1】 、 タジク人

 【UFC-2】 、 トルクメン人 【UFF-1】

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治区

 ウイグル人 【XFJ-3】
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③ 緯 糸浮織(昼 夜織)

イ ラン:

 へ.ルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】

〈 併川技法(綴 織 ・巻 き編)〉

イラン:

 クルド人(遊 牧民)【IFF-2】

 12)織 物 の地組織

 枠 機 による機織 りでは、織物 の地組織 は、 いず れ

も平織 の変化組織 であった。ただ し、平織変化組織

の うちには、2層 の経 糸に太い緯糸 と細 い緯糸 が交

差 した、パイル織 の地組織 独特の変化組織 と、やは

りパ イル織 の地組織 としての経畝組織、 そ して、緯

糸浮織 や綴織 のばあいの緯畝組織が ある。

 以 下には、それ らの地組織 を確認 した枠機 の国別

の使川民族名 とコー ド番号 を記す。

〈パ イル織の平織変化組織 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFC-3】 【IFC-4】

 【IFG7】 、アゼルバイジヤン人 【IFF-4】 【IFC-5】、 カシュカ

 イ人 【IFF-1】、 クルド人 【IFC-9】 【IFJ-1】、 トルクメン人

 【IFC-6】、 パフチアリ人 【IFJ-2】、 ロル人 【IFC-8】

ウ ズベ キス タン:

 ウズペク人 【UFF-2】 【UFF-5】 【UFC-3】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XFJ-2】

〈 経畝組織 〉

イラン:

 トルクメン人 【IFF-3】

巾 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイグル人 【XFJ-1】

〈緯畝組織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】、 アゼルバイジヤン人 【IFC-

 2】、クルド人(遊 牧民)【IFF-2】 、 タリシュ人 【IFC-1】

ウ ズベキス タン:

 ウズ ベク人 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFC-1】 、 タジク人

 【UFC-2】 トルクメン人 【UFF-1】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイグル人 【XFJ-3】

 13)織 物 の繊維素材

 枠 機 に よる機織 りで は、織物 の繊維 素材 として、

羊毛 、絹、木綿 を確認 してい る。た だ し、個 々の枠

機 で使 用 してい た経 糸や緯 糸 には、単一 の繊維 素材

の糸 を使用 した例 と、羊毛 と木綿、羊毛 と絹 、絹 と

木綿 とい った、繊維 素材 の異 なる2種 類 の糸 を使用

して交織織物 を織 っていた例 を確認 している。

 以 下 には、織物 ごとに使川 されていた繊維素材 を

類別 し、 それぞれ を確認 した枠機 の国別の使川民族

名 とコー ド番号 を記す。

〈羊毛 〉

イラ ン:

 へ.ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFC-3】 アゼルパイジ ヤン

 人 【IFC-2】、 カシュカイ人 【IFF-1】、 クルト"人 【IFC-9】

 【IFJ-1】 、 クルド 人(遊 牧 民)【IFF-2】 、 タリシュ人

 【IFC-1】、 パフチアリ人 【IFJ-2】、 ロル人 【IFC-8】

ウズベキ スタ ン:

 ウズ ベク人 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFGI】 、 カサ"フ人

 【UFF-5】 、 タジク人 【UFC-2】 、 トルクメン人 【IFF-3】

 【IFC-6】

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治 区:

 ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-3】

〈絹 〉

イラ ン:

 へ.ルシア人 【IFC-4】、アゼルバイジャン人 【IFF-4】

〈 木綿 〉

イ ラン:

 へ.ルシア人 【IFF-7】 【IFF-8】

〈 羊毛 と木綿 〉

ウズベ キス タン:

 トルクメン人 【UFF-1】

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治 区:

 ウイグル人 【XFJ-2】

〈羊毛 と絹 〉

イラ ン:

 へOルシア人 【IFC-7】、 アゼルバイジヤン人 【IFC-5】

〈絹 と木綿 〉

ウズベキス タ ン:

 ウズ ベク人 【UFF-2】 【UFC-3】
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 14)織 物 の用途

 枠 機 で織 られ ていた織物 の用 途 は、 カーペ ッ トが

ほ とん どであ ったが、1例 のみ袋が あった。

 以 下には、織物 を用途 ごとに類別 し、 それぞれの

織物 を織 ってい た枠機 の国別の使用民族名 とコー ド

番号 を記す。

〈 カー ッペ ッ トト用 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【IFF-5】 【IFF-6】 【IFF-7】 【IFF-8】

 【IFC-3】 【IFC-4】 【IFC-7】、 アゼルバイジ ャン人 【IFF-

 4】 【IFC-2】 【IFC-5】、 カシュカイ人 【IFF-1】、 クルト"人

 【IFC-9】 【IFJ-1】、クルド人(遊 牧民)【IFF-2】 、 タリ

 シュ人 【IFC-1】、 トルクン人 【IFF-3】 【IFG6】 、パ フチアリ

 人 【IFJ-2】、 ロル人 【IFG8】

ウ ズベキス タ ン:

 ウズ ベ ク人 【UFF-2】 【UFF-3】 【UFF-4】 【UFC-1】

 【UFC-3】 、 カザフ人 【UFF-5】 、 タジク人 【UFC-2】 、

 トルクメン人 【UFF-1】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XFJ-1】 【XFJ-2】

〈 袋用 〉

中国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XFJ-3】

 15)織 物 の寸法

 枠 機 による機織 りでは、経糸 の全長 は、 もっと も

短い ものが180cm、 もっ とも長い ものが660cmで あ り、

織 幅 は、 もっ とも狭 い ものが30cm、 もっ とも広い も

のが400cmで あ った。

 以 下 には、 それ らの織物の経糸 の全 長 と織 り幅 を

用途別 に提示す る とともに、 それ らの織 物 を織 って

いた枠機 の国別 の使 用民族名 とコー ド番号 を記す。

〈 カーペ ッ ト用 〉

イラ ン:

226cm × 86.5cm:カ シュカイ人 【IFF-1】

283cm × 103.Ocm:ク ルド 人(遊 牧 民)【IFF-2】

660cm × 108.Ocm:ト ルクメン人 【IFF-3】

250cm × 250.Ocm:ア ゼ ルバ イシ"ヤン人 【IFF-4】

190cm × 142.Ocm:へ.ル シア人 【IFF-5】

330cm以 上 ×342.Ocm:へoル シア人 【IFF-6】

  500cm以 上 ×203.Ocm:ペ ルシア人 【IFF-7】

  500cm以 上 ×215.Ocm:へoル シア人 【IFF-8】

  241cm × 106.5cm:タ リシュ人 【IFC-1】

  180cm × 60.Ocm:ア ゼ ルバ イシ"ヤン人 【IFC-2】

  340cm × llO.Ocm:へ.ル シア人 【IFC-3】

  330cm × 100.Ocm:へoル シア人 【IFC-4】

  600cm × 400.Ocm:ア ゼ ルバ イジ ヤン人 【IFC-5】

  240cm × 90.Ocm:ト ルクメン人 【IFC-6】

  600cm × 300.Ocm:へ.ル シア人 【IFC-7】

  202cm × 63.Ocm:ロ ル人 【IFC-8】

  600cm × 400.Ocm:ク ルド 人 【IFG9】

  290cm × 82.Ocm:ク ルト"人 【IFJ-1】

  470cm × 206.Ocm:パ フチアリ人 【IFJ-2】

ウ ズ ベ キ ス タ ン:

  400cm × 180.Ocm:ト ルクメン人 【UFF-1】

  180cm × 120.Ocm:ウ ズ ベ ク人 【UFF-2】

  405cm × 209.Ocm:ウ ズ ベ ク人 【UFF-3】

  465cm × 161.Ocm:ウ ズ ベ ク人 【UFF-4】

  507cm × 194.Ocm:カ サ"フ人 【UFF-5】

  360cm × 170.Ocm:ウ ズ ベ ク人 【UFC-1】

  360cm × 180.Ocm:タ シ"ク人 【UFC-2】

  320cm × 180.Ocm:ウ ズ ベ ク人 【UFG3】

中 国 ・新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区:

  495cm × 190.Ocm:ウ イグ ル人 【XFJ-1】

 550cm × 320.Ocm:ウ イグ ル人 【XFJ-2】

〈 袋 用 〉

中 国 ・新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区:

  570cm × 30.Ocm:ウ イグ ル人 【XFJ-3】

 16)織 り手

 枠機では、織幅の狭いものは1人 で機織 りをおこ

なっていたが、幅の広いものは1人 から6人 で機織

りをおこなっている例を確認している。また、イラ

ンでは男女比は半々で、家庭では、女性だけで機織

りをしている例、男性だけで機織 りをしている例、

男女で機織 りをしている例など、さまざまであった。

ただし、遊牧民の機織 りはすべて女性が織 り手であ

った。また、工場や工房での織 り手は、見たかぎり

においては、すべて男性が織 り手であつた。一・方、

ウズベキスタンでは、家庭でも、工場や工房でも織
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り手は、すべて女性であった。そして、中国 ・新疆

ウイグル自治区では、一般に女性のみで機織 りをし

ている例が多いが、工場では男女で機織 りをしてい

る例も若干確認 している。

3 高 機

 高 機 は、足踏み式の経糸 の開口装 置をそな えた織

機であ る。この高機 については、今 回、イラ ンでは、

ペ ルシア人 とタリシュ人、 ウズベ キス タンでは、 ウ

ズベ ク人、中国 ・新疆 ウイグル 自治区では ウイグル

人の もとで、総計19例 の 調査 をおこなつた。

 1)構 成部品

 高機のおもな構成部品には、以下に述べるような、

経糸保持具、開口具、開[補 助具、緯入具、緯入補

助具、緯打具、緯打補助具、経糸整列具、幅出し具

などがある。

経糸保持具

 高機では、経糸を直接保持するための経糸保持具

として、以下に述べるような、経糸保持棒、経巻き

棒、布巻き棒の3種 類ががある。

〈経糸保持棒〉

 経糸保持棒は、経糸の先端部、あるいは、その手

前の部分を直接保持するための経糸保持具として機

能している。経糸保持棒は機台からは分離 しており、

経糸保持棒に付属する錘 りとともに、空中に吊るし

た状態で設置されている例 と、紐、あるいは、紐と

機台に取 り付けてある棒を介 して、機台に繋いでい

る例がある。

 以下には、このような経糸保持棒の事例を確認 し

た高機の国別の使用民族名 とコー ド番号を記す。

① 錘 りにつながれている経糸保持棒

ウズベキスタン:

 ウズベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

中国 ・新疆ウイグル自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

② 紐などを介して機台に繋がれた経糸保持棒

イラン:

 へ.ルシア人 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

〈経 巻 き棒 〉

 経 糸 を直接保持す る とともに、経糸 を巻 き取 って

お くための経糸保持具 として機能 している。経巻 き

棒 には、機台 に組 み込 まれて、機台 を基 台 としてい

る例 と、機台か ら分離 してい る例が ある。機 台か ら

分離 してい るばあいには、経巻 き棒 には錘 りが付 属

してお り、空 中に吊る した状 態で設置 してある13)。

 以 下 には、経糸保持 具 として、経巻 き棒 を確 認 し

た高機の国別の使用民族 名 とコー ド番号 を記 す。

① 錘 りに繋がれ ている経 巻 き棒

イ ラン:

 へ.ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

 【ITF-7】

② 機 台 に組み込 まれた経巻 き棒

イ ラン:

 へ.ルシア人 【ITF-2】 【ITF-5】

〈布 巻 き棒 〉

 織 り手の手元部分 で、経糸の一方 の端 を直接 保持

する とともに、織 った布 を巻 き取 ってお くための経

糸保 持具 と して機 能 してい る。 このよ うな布巻 き棒

は、すべての高機 にあ り、いず れのばあい も機台 を

基 台 と して設置 されてい る。

 したが って、布巻 き棒 の使用民族 は、高機の使用

民 族 と一・致す るが、以 下 には、経 糸保持具 と して、

布 巻 き棒 を確認 した高機の国別 の使川民 族名 とコー

ド番号 を記す。

イ ラン:

 へoルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITFL7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウズベ キス タ ン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 (XTF-5」

経 糸間接保持具

 経 糸 を間接 的に保 持す るための経 糸間接 保持具 と

して、お もな もの には、以下 に述べ る ような、機 台、

錘 り、経巻 き制御棒 、布巻 き制御棒 な どがあ る。

 ・
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〈 機 台 〉

 経 糸 直接保持具 である経巻 き棒 と布巻 き棒 をは じ

め とす る、高機 の さまざまな部 品の基 台 として機能

してい る。 ただ し、布 巻 き棒 は、 いず れのばあい も

機台 を基台 として設置 されて いるこ とか ら、機台 は、

いずれの高機 において も、経糸 間接保持 具 として機

能 しているが 、経 巻 き棒の うちには、機台か ら分離

した例 も認 め られ る。 なお、機台 には、経糸保持具

がすべ て機 台に組 み込 まれ た一・体型 と、経糸保持棒

や経巻 き棒 のすべて、あ るいは、一部が機台 と分離

した分離型 の2型 式が ある。

 以 下 には、それぞれ の型式 を確 認 した高機 の国別

の使用民 族名 とコー ド番号 を記 す。

① …体 型の機台

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-3】 【ITF-5】 【ITF-6】 【ITF-7】

 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウズベキス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】

 【UTF-6】

② 分離型の機台

イラン:

 へ.ルシア人 【ITF-2】 【ITF-4】

ウズベキス タ ン:

 ウズ ベク人 【UTF-2】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグ ル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

〈 錘 り〉

 経 糸保持棒 、経巻 き棒、布 巻 き棒 な どを介 して、

経糸 を間接 的に保 持す ると ともに、その重量 によっ

て、経糸 に張 力 を付 与す るための部品 として機能 し

て いる。 この ような錘 りにつ いては、経糸保持棒 に

付属 している例、経巻 き棒 に付属 してい る例、経巻

き棒 と布巻 き棒 の双方 に付属 してい る例 を確認 して

いる。

 以 下 には、 これ らの例 を確認 した高機の 国別 の使

川民族 名 とコー ド"番 号 を記す。

① 経 糸保持棒 に付属 した錘 り

イラ ン:

ペルシア人 【ITF-2】

ウズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

② 経巻 き棒 に付属 した錘 り

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

 【ITF-7】

③ 経糸保持棒 と布 巻 き棒 に付属 した錘 り

ウズベ キス タン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-1】 【UTF-2】

〈 経巻 き制御棒 〉

 経 巻 き制御棒 は、経巻 き棒 による経 糸の巻 き取 り

機能 を制御 す るとともに、経巻 き棒 の回転1Lめ と し

て も機 能 してい る。

 以 下 には、 この ような経巻 き制御棒 を確 認 した高

機 の国別の使用民族名 とコー ド"番 号 を記す。

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-5】

〈布巻 き制御棒 〉

 布 巻 き制御棒 は、布巻 き棒 に よる布の巻 き取 り機

能 を制御す るとと もに、布 巻 き棒 の回転止め として

も機 能 してい る。

 以 下 には、 このよ うな経 巻 き制御棒 を確認 した高

機の国別の使用民族 名 とコー ド"番 号 を記 す。

イ ラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウズベ キス タン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】

 (UTF-6)

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグ ル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

開 ロ具

 開[具 には、地組織 を織 るため に使用す るもの と、

紋組織 を織 るため に使用す る ものが ある。この うち、

地組 織 を織 るた めの開 口具 に は、番 目綜続が あ る。

 ・



そ して、紋組織 を織 るための開 口具 には、番 目綜続

と通糸綜続 がある。

 以 ドには、 これ らの開口具 を確認 した高機 の国別

の使用民族 名 とコー ド番号 を記す。

〈地組織 を織 るための開口具 〉

番 目綜続

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウ ズベキ スタン:

 ウス"ペク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

〈 紋組織 を織 るための 開口具 〉

① 番 目綜続

イラン:

 へ.ルシア人 【ITF-7】

② 通糸綜続

イラ ン:

 へ.ルシア人 【ITF-3】

開 ロ補助具

 開 口補助具 には、地組織 を織 るため に使用す る番

目綜続 の開rl補 助 具 として、滑車 を使用 した滑車仕

掛 け、天秤棒 を使 用 した天秤仕掛け、招木 を使用 し

た唐碓仕掛 け と滑車仕掛 け を併用 した仕掛 け、 コイ

ル ・バネを使 用 したバ ネ仕掛 けな どの4種 類 の牽 引

装置があ り、 これ らの牽引装置 には、いず れ も踏 み

木が付 属 している。一方、紋組織 を織 るための番 目

綜続の開口補助 具 としては、踏み木が付属 した滑 車

仕掛 けの牽引装置があ る。 また、通糸綜続 の開口補

助具 としては、通糸仕分け紐、輪状綜続繋留紐 、輪

状綜続繋留紐保持棒、輪状綜続引 き上 げ用 くさび な

どで構成 され る通糸仕掛 けの牽引装置が ある。

 以 下 には、 これ らの 開口補助 具を確認 した高機の

国別の使用民族名 とコー ド番号 を記す 。

〈地組織 を織 るための 開口補助具 〉

① 滑 車仕掛 け

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】(写 真40)【ITF-4】 【ITF-6】

 【ITF-7】 【ITF-8】

ウ ズ ベ キ ス タ ン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】

中 国 ・新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区:

 ウイグ ル人 【XTF-1】

写真40 滑車仕掛けの地組織用番目綜続

② 天秤仕掛 け

イラン:

 へ.ルシア人 【ITF-5】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウ イグル 自治 区:

 ウイグル人 【XTF-2】 【XTF-5】(写 真41)

   写真41 天秤仕掛けの地組織用番目綜続

③ 唐碓仕掛けと滑車仕掛けの併用
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           ペ ルシア人 【ITF-7】(写 真43)

 図8 唐碓仕掛けと滑車仕掛けを併用した地組織用

    番 目綜続

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-3】(図8)

④ バ ネ仕掛 け

中国 ・新疆 ウ イグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-4】(写 真42) 写真43 紋組織用番目綜続の滑車仕掛け

② 通糸仕掛 け

イラ ン:

 ペ ルシァ人 【ITF-3】 図9)

   写真42 バネ仕掛けの地組織用番目綜続

く紋組織を織るための開口補助具〉

① 滑車仕掛け

イラン:

      図9 紋組織用の開ロ補助具

緯入具

 すべての高機では、緯入具 として柱 を使用してい

た。

 したがって、その使用民族は高機の使用民族と ・

致するが、以下には、 rTを確認 した高機の国別の使

用民族名とコー ド番号を記す。

イラン:

 .,



 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】 、 タリシュ人 【ITF-1】

ウ ズ ベ キ ス タ ン:

 ウス"ペ ク人 【UTF-2】 【UTF-3】(写 真44)【UTF-

 4】 【UTF-5】

中 国 ・新 疆 ウ イ グ ル 自 治 区:

 ウイグ ル人 【XTF-1】 【XTF-2】 、 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

 な お 、 ウ ズベ キ ス タ ン の 博 物 館 で 調 査 し た2台 の

高 機 【UTF-1】 【UTF-6】 に つ い て は 、 い ず れ も緯

入 具 が 欠 落 し て い た が 、 こ れ ら も 柱 を 使 用 し て い た

こ と は 間 違 い な い 。

 【UTF-5】

緯 打具

 緯 打 具 として は、すべ ての高機で筬 を使 用 してい

た。

 したが って、そ の使用民 族は高機の使用民族 と 一

致す るが、以 ドには、筬 を確 認 した 高機 の使 用民族

名 とコー ド番号 を記す。

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】(写 真46)、 タリシュ人

 【ITF-1】

ウ ズベ キス タン:

 ウス"ペク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイグ ル人 【XTF-1】 【XTF-2)【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

写真44 仔

緯 入補助具

 緯 人具 によって経糸の あいだに緯 糸 をとおす ため

の補助具 と して は、飛桿装 匿(バ ッタン)が あ る。

 この飛柱装 置は、 ウズベ キス タンで確 認 して いる

のみであ り、以 ドには、そ れ らを確 認 した高機の使

川民族名 とコー ド番 号を記す。

ウズベキ スタン:

 ウズ ベク人 【UTF-2】 【UTF-3】(写 真45)【UTF-4】

写真46筬 と仔

写真45 飛仔装置

緯打補助具

 緯打補助具 としては、緯打具としての筬を機台の

ヒ部から吊るすための吊 り紐、あるいは、筬と 一体

となった木枠などの懸架装置がある。ただし、紐 を

使用した緯打補助具のうちには、緯打具と機台とを

連結する木製の腕木を、緯打補助具として併用して

いる例があ り、それ らのうちには、さらに、「琿ll:を

増やして緯糸の打ち込みを強 くするために、錘 りを

付属 したものがある。なお、以上のような緯打保持

具は、ほとんどすべての筬に認められるが、イラン
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の ペ ル シア人の もとでは、唯一・、筬 に緯打補助具 が

まった く付 属 しない高 機 【ITF-8】(写 真46参 照)

を 確認 してお り、 このばあいの筬 は、筬羽 のあいだ

に通 ってい る経糸 に よって保持 され ている。

 以 ドには、 前記の緯打 補助具 を確認 した高機の国

別の使用民族 名 とコー ド番号 を記す。

〈1iり 糸丑〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】(写 真47)

〈 吊 り紐 と腕 木の併用 〉

イラ ン:

  タリシュ人 【ITF-11

ウ ズ ベキス タン:

  ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

  ウイグル人 【XTF-4】 【XTF-5】

〈 吊 り紐 と錘 りの付属 した腕 木の併川 〉

中国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-31(写 真49)

写真49 吊 り紐 と錘 りの付属した腕木を併用 した筬

   写 真47 吊 り紐(吊 り革)に 吊 る され た筬

く 木 枠 〉

イ ラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】 【ITF-6】

 【ITF-7】(写 真48)

ウ ズ ベ キ ス タ ン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】

写真48 木枠 に組み込まれた筬

経糸整列具

 緯打具としての筬は、副次的に経糸整列具として

の機能も兼ねそなえていることから、すべての高機

には、経糸整列具がそなわっていることとなる。た

だし、こうした筬 とは別に、経糸整列具として専用

の部品は4種 類ある。 まず、それらのうち2つ は、

綾棒と綾板で、ともに経糸の奇数列と偶数列を分離

し、交差させて経糸を整列させるための経糸整列具

である。つ ぎは、10数 束に分けた経糸を1本 の棒に

紐で くくってまとめてお くための経糸整列具であ

る。そして、最後は多数の小さな釘を板面に打ちつ

けてならべ、その上から釘にかぶさらないように穴

をあけた板を重ねあわせた経糸整列具である。この

釘を使った2枚 重ねの板状の経糸整列具では、経糸

は2枚 重ねの板のあいだにはさまれ、釘によって大

まかに整列した状態を保っている。

 以下には、これ らの経糸整列具を確認した国別の

使用民族名とコー ド番号を記す。

〈綾棒 〉

 :・



イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-4】 【ITF-61【ITF・7】

ウズベ キスタン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-5】

中 国 ・新疆 ウイグル白治 区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-3】 【XTF-4】(写 真50-c、

 d)【XTF-5】

〈綾板 〉

中国 ・新疆 ウイグル白治 区

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-5】

〈棒 と糸 による経糸整列 具〉

中国 ・新疆 ウイグル自治区:

 ウイグル人 【XTF-4】(写 真50-a)

〈釘 を打 ちつ けた2枚 重ねの板 に よる経糸整列具 〉

中国 ・新頒 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-41(写 真50-b)

写真50 経糸整列具一a,b(cとdは 綾棒)

 な お 、以 ヒの ような経糸整列具 の使用例 では、綾

棒は2本 か ら4ノ ド、綾板 は1枚 か ら2枚 の使 用 を確

認 してい る。 また、綾棒 と綾板 の併用例 は、中国 ・

新疆 ウ イグル自治区で2例 【XTF-1】 【XTF-5】 を

確認 してい る。 また、綾棒 と、棒 と糸に よる経糸整

列 具の併用例 について は、 中国 ・新疆 ウイグル自治

区で1例 【XTF-3】 が あ り、 さ らに、棒 と糸 による

経糸整列具 と、釘 を打 ちつ けた2枚 重 ねの板 による

経糸整列具 との併用例 も中国 ・新疆 ウイグル自治 区

で1例 【XTF-4】 を確認 して いる。

幅 出 し具

 幅 出 し具 として使用 されてい る伸子 には、細幅 の

棒状 、あるいは、板状 の伸 予と広幅で厚手 の板状伸

子がある。

 以 下には、 これ らの伸 子を確認 した高機 の国別の

使用民 族名 とコー ド番号 を記す。

〈細 幅伸子 〉

イラン:

 へ0ルシア人 【ITF-2】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-5】

〈 広幅伸子 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】 【ITF-6】

 【ITF-7】

 2)経 糸 の保持 方式

 高 機 では、経 糸の保持方式 に固定式 と垂下式の2

種 類が ある。 固定式の保持方式 では、経糸 は固定 し

た状態 の経 糸保持 棒、経巻 き棒 、布 巻 き棒 などに直

接張 りわた してあ り、 この ばあいは機織 りをお こな

っているあいだ、経糸の張力 は、基本的 に変化す る

ことが ない。一方、垂下式 の保持 方式で は、経糸 は

経糸保持棒 と布巻 き棒 に張 りわた してあ るが、経 糸

保持棒 、あるいは、経糸保持棒 と布巻 き棒 には錘 り

が付属 してお り、錘 りによって経 糸 に張力 を付 与し

ている。なお、 この錘 りは緯打 運動 などによって上

下動 を繰 り返 し、それ に ともなって経糸の張 力 も連

動 して変化す る。

 以 下には、 これ らの経 糸の保持方式 を確認 した高

機 の国別の使用民族名 とコー ド番号 を記す。

〈固定式 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-5】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

〈垂 下式 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

 【ITF-7】

ウズベ キス タン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-1】 【UTF・2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】(写 真51)

 【XTF-4】 【XTF-5】
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写真51 石の錘りを使用 した垂下式の保持方式

2)経 糸保持具の構成型式

 経糸の保持方式の項で述べているように、高機に

は、経糸保持棒 と布巻 き棒、あるいは、経巻き棒と

布巻き棒に、経糸を張 りわたした固定式の保持方式

と、錘 りの付属 した経糸保持棒と布巻 き棒、あるい

は、錘 りの付属 した経糸保持棒 と錘 りの付属した布

巻き棒に、経糸を張 りわた した垂下式の保持方式が

ある。こうした経糸の保持方式のちがいによる経糸

保持具の構戒 型式 には、経糸の保持方式が固定式の

ばあいが2型 式、経糸の保持方式が垂下式のばあい

が2型 式で、総計4種 類の構成 型式がある。

 なお、経糸の保持方式が固定式のばあいの経巻 き

棒は、経巻き制御棒 によって回転 を制御 してお り、

同様に布巻き棒は、布巻 き制御棒によって回転を制

御 している。一方、経糸保持棒と布巻き棒の双方に

錘 りが付属した方式では、布巻き棒に布巻 き制御棒

が付属しているものと、付属 していないものがある。

このうち、布巻き制御棒が付属 しているばあいには、

経糸保持棒 と布巻 き棒の双方に付属する錘 りと、布

巻 き制御棒によって経糸の張力を調整するととも

に、布巻 き棒の回転も制御 している。 また、布巻 き

制御棒が付属 してないばあいには、経糸保持棒 と布

巻 き棒の双方 に付属 する錘 りに よって経糸 に張力 を

調整す る とともに、布巻 き棒 の回転 も制御 している。

 以 下 には、 これ らの経糸保持 具の構成 型式 に該 当

す る高機 の国別の使用民族名 とコー ド番 号を記す。

〈経 糸の保持 方式が固定式の ばあい〉

① 経 糸保持棒 と布巻 き棒 による構成型式

イラ ン:

  へ0ルシア人 【ITF-8】、タリシュ人 【ITF-1】

② 経 巻 き棒 と布巻 き棒 に よる構 成型式

イラン:

  ペ ルシァ人 【ITF-5】

〈 経糸の保持方式 が垂 下式のばあい 〉

① 錘 りの付属 した経 糸保 持棒 、あ るい は、経 巻 き

 棒 と、布巻 き棒 に よる構 成型式

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

 【ITF-7】

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UTF・3】 【UTF-4】 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイク"ル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

② 経 糸保 持棒 と布巻 き棒 の双方 に錘 りが付属 した

 構 成型式

ウズベキ ス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】

 3)整 経 方式

 高 機 の整経 方式 は、平整経 式の みに限定 される。

したが つて、 この平整経式の整経 ノ∫式 を確 認 した高

機 は、調査対 象 としたすべ ての高機 である。

 以 下 には、それ らの 高機 の国別の使 用民 族名 とコ

ー ド番 号を記す。

〈平整経 式 〉

イ ラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウズベキ スタ ン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

 ..



中国 ・新疆 ウイグル自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF5】

 4)開 ロ 具の基本構成型式

 高 機の開[]具 に は、 さ きに開[具 の項 で述べてい

るように地組織 を織 るための開[具 として番 目綜続

があ る。 この ばあいの 開口具 の基 本構 成型式 は、番

目綜続が2枚1組 で構成 される複合 単式綜番 目続型

のみ に限定 され る。 したが って、 この ような基本構

成型式 を確認 した高機 は、調査対 象 としたすべ ての

高機であ る。

 以 下 には、そ れ らの高機 の国別の使用民族名 とコ

ー ド番号 を記す。

〈複合単式番 目綜続型 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITFI】

ウ ズベ キス タン:

 ウス"ペク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 【UTF-5】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

 5)開 ロ具の設置方式

 高機の開口具には、さきに開口具の項で述べている

ように、地組織を織るための開口具として、番目綜続

があり、紋組織を織るための開[具 として、番目綜続

と通糸綜続がある。これらの開口具の設置方式は、い

ずれも綜続可動式である。したがって、このような設

置方式を確認した高機は、調査対象としたすべての高

機であるが、具体的には、開口具の種類の違いによつ

て、地組織を織るための開[具 の設置方式は番 目綜続

可動式、紋組織を織るための開口具の設置方式は通糸

綜続可動式として位置づけられる。

 以下には、これらの設置方式を確認 した高機の国

別の使用民族名とコー ド番号を記す。

<地 組織を織るための開[具 の設置方式(番 目綜続

可動式)〉

イ ラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウ ズベキス タ ン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 (UTF-5)(UTF-6)

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 (XTF-5)

〈 紋 組織 を織 るための開[具 の設置 方式(通 糸綜続

可動式)〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF3】

 6)開 ロ操作 方式

 高 機 の開口具 と して使用 されてい る番 目綜続 と通

糸綜続 の開口操作方式 は、地組織 を織 るための開[

具 である番 目綜続が足踏 み式 で、紋組織 を織 るため

の開口具であ る通糸綜続 が手動式で ある。

 以 下には、 これ らの開口操作 方式 を確認 した高機

の国別の使用民族名 とコー ド番号 を記す。

〈番 目綜続の 開口操作 方式(足 踏み式)〉

イ ラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-5】

 【ITF-6】 【ITF-7】 【ITF-8】、 タリシュ人 【ITF-1】

ウ ズベキス タ ン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】

 (UTF-5)(UTF-6)

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治 区:

 ウイグ ル人 【XTF-1】 【XTF-2】 【XTF-3】 【XTF-4】

 【XTF-5】

〈 通糸綜続 の開[操 作方式(手 動 式)〉

イラ ン:

 へOルシア人 【ITF-3】

 7)織 技法

 高機による機織 りでは、織技法として、格子縞の

縞織、綴織、経緋織、緯錦織(プ ロケー ド)、二重

織、 ビロー ド織、無地織 を確認している。

 以下には、それらの織技法を確認 した高機の国別
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の使用民族名 とコー ド番 号 を記す。

〈縞織(格 子縞)〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-6】、 タリシュ人 【ITF-1】

〈 綴織 〉

中国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-2】

〈 経緋織 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-6】

ウ ズベ キス タン:
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 ウズ ベク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-5】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-4)

〈 緯 錦織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-3】

〈 二重織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-7】

〈 ビロー ド織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】

〈 無地織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-4】 【ITF-5】14)【ITF-8】

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベ ク人 【UTF-1】 【UTF-4】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治 区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-5】

 なお、調査対 象 とした高機 では、 これ らの織技法

は、 イラ ンのペル シア人の高機 【ITF-6】 が 格子縞

織 と経緋織 を併用 してい た以外 は、すべて単独技法

と して使 われていた。

 8)織 物の地組織

 高機による機織 りでは、織物の地組織として、平

織組織 と綾織組織 と縮子織組織 という、織物の3原

組織のすべてを確認 している。ただし、格子縞 と経

緋を併用 した織物の地組織は、平織の変化組織 とし

て位 置づけ られ る経畝組織で あ り、綴織物 の地組織

は、おな じ く平織の変化組織 として位置づ け られる

緯畝組織 であ る。

 以 下には、それぞれ の地組織 を確認 した高機 の国

別 の使 用民族名 とコー ド番号 を記す 。

〈平織 組織 〉

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-5】 【ITF-7】 【ITF-8】 、 タリシュ人

 【ITF-1】

ウ ズベキス タ ン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-2】 【UTF-4】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-1】 【XTF-5】

〈 経畝組織(平 織変化組織)〉

ウズベキ スタ ン:

 ウイグル人 【UTF-2】

〈 緯畝組織(平 織変化組織)〉

中国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-2】

〈 綾織組織 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

〈 編子織組織 〉

ウズベ キスタ ン:

 ウズ ベク人 【UTF-3】 【UTF-5】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-4】

 9)織 物の繊維素材

 高機 による機織 りでは、織物の繊維素材として、

羊毛、木綿、絹、合成繊維を確認している。ただし、

これらの うち、羊毛、木綿、絹は、その多 くが単独

で使われていたが、イランのペルシア人のもとでは、

経糸に合成繊維を使川 し、緯糸に木綿 と羊毛の混紡

糸を使用 した交織織物 を1例 のみ確認 している。

 したがつて、以下には、織物ごとに使用されてい

た繊維素材を類別し、それぞれを確認 した高機の国

別の使用民族名 とコー ド番号を記す。

〈羊毛〉

イラン:
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 タリシュ人 【ITF-1】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-2】

〈 木綿 〉

イラ ン:

 へ.ルシア人 【ITF-7】 【ITF-8】

ウズベキス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-6】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-5】

〈絹 〉

イラン

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】 【ITF-4】 【ITF-6】

ウズベキス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-4】 【UTF-5】

中 国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-4】

〈 羊毛 と木綿の混紡糸 と合成繊維 〉

イラン:

 ペ ルシア人 【ITF-5】

 10)織 物 の用途

 高 機で織 られて いた織物 の用 途は、 クル ド人 の女

性用 スカー フ、 イスラームの聖職者や信者が着用す

る上衣(ア ボー)な どとす るための衣料の ほか、織

見本15)、死 者の遺体 を包 むための屍布、 イス ラーム

の礼拝用敷布、 テーブル ・クロス、 シ ョルダー ・バ

ッグ、小麦収納 袋な どであっ た。 また、そ のほかに

は、用途不 明の ものが4例 あ ったが、そ れ らはいず

れ も博物館 に展 示 してあ った高機の織 り途 中の織物

である。

 以 下には、 この ような織物の用途 の違 いに よって

類別 し、それぞれの織物 を織 っていた高機 の国別の

使用民族名 とコー ド番号 を記す。

〈衣料 〉

① スカー フ用

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-4】

② 上衣(ア ボー)川

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-5】

③ 服地用(詳 細不明 の もの)

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-2】 【UTF-3】 【UTF-5】

中 国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 ウイグル人 【XTF-3】 【XTF-4】

〈衣料 以外 〉

① 織 見本用

イラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-2】 【ITF-3】

② 屍布用

中国 ・新疆 ウイグル自治 区

 ウイグル人 【XTF-1】

③ 敷布 用(礼 拝用)

イ ラ ン:

 ペ ルシア人 【ITF-7】、 タリシュ人 【ITF-1】

④ テー ブル ・クロス用

イ ラン:

 ペ ルシア人 【ITF-6】

⑤ シ ョルダー ・バ ッグ用

中国 ・新疆 ウイグル 自治区:

 ウイグル人 【XTF-2】

⑥ 小麦用収納袋用

中国 ・新疆 ウイ グル 自治 区:

 ウイグル人 【XTF-5】

〈 用途不 明〉

イラ ン:

ペルシア人 【ITF-8】

ウ ズベ キス タン:

 ウズ ベク人 【UTF-1】 【UTF-4】 【UTF-6】

 11)織 物の寸法

 高機による機織 りでは、織物の経糸の全長は、大

半が2000cm以 上であったが、個々の詳細については

不明である。一方、織幅は、もっとも狭いものが21

cmで 、もっとも広いものが147cmで あった。

 以下には、それらの織物の経糸の全長 と織 り幅を

用途別に提示するとともに、それらの織物 を織って

いた高機の国別の使用民族名 とコー ド番号 を記す。

〈衣料〉
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① ス カーフ用

イラ ン:

 2000cm以 上 ×147.Ocm:ペ ルシア人 【ITF-4】

② 上衣(ア ボー)川

イラ ン:

 2000cm以.L ×72.5cm:ペ ルシア人 【ITFL5】

③ 服地用(詳 細 不明の もの)

ウ ズベ キス タン:

 2000cm以 上 ×41.Ocm:ウ ズ ベク人 【UTF-2】

 2000cm以 上 ×50.Ocm:ウ ズ ベク人 【UTF-3】

 500cm以 上 ×50.Ocm:ウ ズ ベク人 【UTF-5】

中 国 ・新疆 ウイ グル 自治 区:

 2000cm以 上 ×45.Ocm:ウ イグル人 【XTF-3】

 2000cm以 上 ×45.Ocm:ウ イグル人 【XTF-4】

〈 衣料以外 〉

① 織見本用

イラ ン:

 2000cm以 上 ×43.5cm:ペoル シア人 【ITF-2】

 2000cm以 上 ×61.Ocm:ペoル シア人 【ITF-3】

② 屍布用

中国 ・新疆 ウ イグル 自治 区

 2000cm以 上 ×56.Ocm:ウ イグル人 【XTFL1】

③ 敷布用(礼 拝用)

イ ラ ン:

 1000cm以 上 ×45.5cm:タ リシュ人 【ITF-1】

 2000cm以 上 ×83.Ocm:ペ ルシア人 【ITF-7】

④ テーブル ・クロス用

イラ ン:

 2000cm以 上 ×83.Ocm:ペ ルシア人 【ITF-6】

⑤ シ ョル ダー ・バ ッグ用

中国 ・新疆 ウ イグル自治 区:

 2000cm以 上 ×30.Ocm:ウ イグル人 【XTF-2】

⑥ 小麦用収 納袋用

中国 ・新疆 ウイグル自治 区:

 2000cm以 上 ×26.5cm:ウ イグル人 【XTF-5】

〈用途不 明 〉

イラ ン:

 500cm以 上 ×37.Ocm:ペ ルシア人 【ITF-8】

ウ ズベ キス タン:

 500cm以 上 ×21.Ocm:ウ ズ ベク人 【UTF-1】

2000cm以 上 ×50.Ocm ウズ ベ ク人 【UTF-4】

2000cm以 上 ×40.Ocm ウズ ベ ク人 【UTF-6】

 12)織 り手

 高機による機織 りでは、イランと中国 ・新疆ウイ

グル自治区では、織 り手のすべては男性であった。

しか し、ウズベキスタンで調査対象とした高機では、

織 り手が男性であったばあいが1例 、女性であった

ばあいが2例 を確認 してお り、直接調査対象としな

かった高機についても、織 り手は男性のばあいと女

性のばあいの両方が見うけ られた。なお、これらの

機織 りでは、そのほとんどが織 り手は1人 であった

が、イランの高機 【ITF-3】では、直接の織 り手は

1人であったものの、機台の上部には、通糸綜続の

引き手 として、男性1人 が介添え役をつとめていた。

2.型 式 と分布

 今回、イラン、ウズベキスタン、中国 ・新疆ウイ

グル自治区で、地機と枠機 と高機について、総計65

例の調査をおこなった。これ らの個々の織機につい

ては、第皿部 「シルクロー ドの織機」で報告をして

いるとおりであるが、以下では、前節での分析をふ

まえて、地機、枠機、高機の基本的な構造について

の型式分類 をおこなうとともに、個々の型式の分布

を概観する。

1 地 機 の 型 式 と分 布

 地 機 については、地域的 には、 イラ ンで4例 、ウ

ズベ キス タンで9例 、 中国 ・新疆 ウイグル 自治区で

3例 の調査 をお こなった。 これ らの事例 の民族 的な

区分 では、 イラン系の民族が5例 、 テユル ク系 の民

族が10例 、 モ ンゴル系の民族が1例 となる(図10)。

以 上、総計16例 の 地機の うち、14例 は、汎用 的な織

物 を織 るために使用 してい た地機 である。…方 、イ

ラ ンのギ ーラー ン人の地機i【IGF-3】 は 、む しろを

織 るための専用 の地機であ り、 ウズベ キス タンのウ

ズベ ク人の地機 【UGF-2】 は 、細紐 を織 るための専

用 の地機 である ことか ら、 これ らは ともに特殊織物

専用機 として位 置づけ られ る。 したが って、以下 で

一92一


